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１ …… 就任のご挨拶
  岩手県警察本部長　　　　　島村　英
  岩手県警察本部刑事部長　　佐藤　力也 
３ …… 最近の暴力団情勢等について
４ …… 理事会・評議員会の開催
  暴追センターの財務状況
５ …… 不当要求防止責任者講習アンケート調査結果
６ …… 暴力団等に対する基本的対応要項
７ …… 不当要求防止責任者講習＆賛助会員募集
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（公安委員会指定 岩手県暴力追放運動推進センター）

、+１暴力団と交際しない
プラスワン

暴追センターへのご意見・ご要望がありましたらお寄せ下さい。

暴力団のことで
お困りの方は気軽に
まずはご相談を
（相談無料・秘密厳守）

019-624-8930
019-656-0886
0120-244893
http://www.iwate-boutsui.jp/

■人事異動
平成30年４月１日付で、当センター専務理事に羽澤武志が就任しました。

■県民大会の開催
平成30年度「岩手県暴力団追放県民大会
　　　地域安全・暴力団追放胆江地区民大会」の開催
平成30年10月31日㈬13：30～
奥州市水沢佐倉河字石橋41
　奥州市文化会館（Zホール）大ホール

暴　追　広　報

入場
無料

　本年４月から公益財団法人岩手県暴力団追放推進センターの専務理事として勤務しております
「羽澤」でございます。
　暴力団のいない安全で明るく住みよい郷土岩手県の実現のため、専心努力してまいりますので、皆
様のご支援、ご協力を御願い申し上げます。



岩手県警察本部
本部長　島村　英

　本年３月29日付けで、岩手県警察本部長に
就任しました島村です。
　県内の各地域や職域において暴力団排除に
携わっておられる皆様には、平素から暴力団排
除活動をはじめ、警察業務の各般にわたり、深
いご理解とご協力を賜り、心から御礼申し上げ
ます。
　さて、最近の暴力団情勢ですが、平成27年
8月に六代目山口組が分裂し、離脱した勢力が
神戸山口組を立ち上げて以降、双方の傘下組
織の暴力団事務所に対する銃器発砲事件や車
両突入事件等が全国各地で発生し、現在も両
団体は対立抗争の状態にあります。
　加えまして、昨年４月には、神戸山口組から
離脱した一部勢力が、新たに任侠山口組の結
成を表明して神戸山口組と対立するなど、情勢
は複雑化・流動化しており、依然として予断を

許さない状況にあります。
　一方、暴力団排除を巡る情勢ですが、従来
から進められてきました公共事業からの排除に
加え、銀行取引、証券取引、不動産売買、生
命保険等の民間取引において暴力団排除条項
の整備が進むなど、暴力団との関係遮断は社
会的な要請であります。
　本県においても、県及び県内全市町村にお
いて暴力団排除条例が制定され、暴力団排除
の気運が高まっておりますが、その一方で、毎年、
暴力団員に利益供与をした事業者が県暴力団
排除条例に基づく勧告を受けるなど、依然とし
て、暴力団を利用する、又は暴力団とのしがら
みを絶てない事業者が存在しており、より一層、
暴力団排除気運を高めていく必要があります。
　暴力団を排除するためには、県民一人ひとり
が暴力団に負けないという確固たる意志を持ち、
地域や職域という身近な場所において暴力団排
除運動を展開し、運動の輪を県内全体に広げ
ていくことが、何よりも重要であります。
　県警察といたしましても、暴力団排除に取り
組む皆様方を多方面において支援していく所存
でございますので、引き続き、ご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、私の考えた謎掛けを披露させていた
だきます。「暴力団」と掛けて、「拳を怪我した
空手家同士の試合」と解きます。
　その心はどちらも、付き合いません／突き合
いません。

新本部長 就任ご挨拶 新刑事部長 就任ご挨拶

岩手県警察本部
刑事部長　佐藤　力也

　本年3月23日付けで、岩手県警察本部刑事
部長に就任いたしました佐藤でございます。
　皆様には、平素から暴力団排除活動をはじ
め、警察活動の各分野にわたり、格別のご支
援とご協力をいただいておりますことに、厚く御
礼を申し上げます。
　全国及び県内における暴力団勢力は、暴力
団の集中的な取締りと、皆様方をはじめとする
社会全体での暴力団排除活動等により、年々
減少しております。
　一方、暴力団はその勢力を減らしながらも、
飲食店や事業者から「みかじめ料」や「用心
棒料」を徴収したり、違法風俗店の経営に関
与して不正な利益を得るなど、水面下において、
様々な手段を用いて資金の獲得を図っておりま
す。
　また、平成27年8月に六代目山口組と神戸

山口組が分裂して3年が経過しますが、依然と
して全国各地で双方の傘下組織の対立が続い
ており、加えて、昨年4月には、神戸山口組の
一部勢力が離脱して任侠山口組を結成して新
たな抗争に発展するなど、暴力団を巡る情勢は、
極めて混沌としております。
　県内においても、六代目山口組及び神戸山
口組の傘下組織が縄張りを巡ってにらみ合いを
続けており、上部組織による抗争の波及等が
懸念されております。
　県警察としましては、今後とも、「暴力団根絶」
という目標に向け、暴力団の取締の徹底、暴
力団対策法の積極的かつ効果的な活用により、
暴力団の弱体化を推進するとともに、徹底した
警戒活動により、市民の安全確保に万全を期
して参ります。
　しかしながら、「暴力団根絶」は、独り警察
のみで成し遂げられるものではなく、県民一人
ひとりが暴力団と対決するという強い意識を持
ち、社会全体で暴力団排除活動を進めていく
ことが不可欠であります。
　皆様方には、各地域、職域において、それ
ぞれのお立場から暴力団排除活動に引き続き
ご尽力を賜りますようお願い申し上げ、私の挨
拶とさせていただきます。

※暴力団追放三ない運動+１（プラスワン）
暴力団を恐れない。暴力団に金を出さない。暴力団を
利用しない。暴力団と交際しない。
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岩手県警察本部
本部長　島村　英

　本年３月29日付けで、岩手県警察本部長に
就任しました島村です。
　県内の各地域や職域において暴力団排除に
携わっておられる皆様には、平素から暴力団排
除活動をはじめ、警察業務の各般にわたり、深
いご理解とご協力を賜り、心から御礼申し上げ
ます。
　さて、最近の暴力団情勢ですが、平成27年
8月に六代目山口組が分裂し、離脱した勢力が
神戸山口組を立ち上げて以降、双方の傘下組
織の暴力団事務所に対する銃器発砲事件や車
両突入事件等が全国各地で発生し、現在も両
団体は対立抗争の状態にあります。
　加えまして、昨年４月には、神戸山口組から
離脱した一部勢力が、新たに任侠山口組の結
成を表明して神戸山口組と対立するなど、情勢
は複雑化・流動化しており、依然として予断を

許さない状況にあります。
　一方、暴力団排除を巡る情勢ですが、従来
から進められてきました公共事業からの排除に
加え、銀行取引、証券取引、不動産売買、生
命保険等の民間取引において暴力団排除条項
の整備が進むなど、暴力団との関係遮断は社
会的な要請であります。
　本県においても、県及び県内全市町村にお
いて暴力団排除条例が制定され、暴力団排除
の気運が高まっておりますが、その一方で、毎年、
暴力団員に利益供与をした事業者が県暴力団
排除条例に基づく勧告を受けるなど、依然とし
て、暴力団を利用する、又は暴力団とのしがら
みを絶てない事業者が存在しており、より一層、
暴力団排除気運を高めていく必要があります。
　暴力団を排除するためには、県民一人ひとり
が暴力団に負けないという確固たる意志を持ち、
地域や職域という身近な場所において暴力団排
除運動を展開し、運動の輪を県内全体に広げ
ていくことが、何よりも重要であります。
　県警察といたしましても、暴力団排除に取り
組む皆様方を多方面において支援していく所存
でございますので、引き続き、ご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、私の考えた謎掛けを披露させていた
だきます。「暴力団」と掛けて、「拳を怪我した
空手家同士の試合」と解きます。
　その心はどちらも、付き合いません／突き合
いません。

新本部長 就任ご挨拶 新刑事部長 就任ご挨拶

岩手県警察本部
刑事部長　佐藤　力也

　本年3月23日付けで、岩手県警察本部刑事
部長に就任いたしました佐藤でございます。
　皆様には、平素から暴力団排除活動をはじ
め、警察活動の各分野にわたり、格別のご支
援とご協力をいただいておりますことに、厚く御
礼を申し上げます。
　全国及び県内における暴力団勢力は、暴力
団の集中的な取締りと、皆様方をはじめとする
社会全体での暴力団排除活動等により、年々
減少しております。
　一方、暴力団はその勢力を減らしながらも、
飲食店や事業者から「みかじめ料」や「用心
棒料」を徴収したり、違法風俗店の経営に関
与して不正な利益を得るなど、水面下において、
様々な手段を用いて資金の獲得を図っておりま
す。
　また、平成27年8月に六代目山口組と神戸

山口組が分裂して3年が経過しますが、依然と
して全国各地で双方の傘下組織の対立が続い
ており、加えて、昨年4月には、神戸山口組の
一部勢力が離脱して任侠山口組を結成して新
たな抗争に発展するなど、暴力団を巡る情勢は、
極めて混沌としております。
　県内においても、六代目山口組及び神戸山
口組の傘下組織が縄張りを巡ってにらみ合いを
続けており、上部組織による抗争の波及等が
懸念されております。
　県警察としましては、今後とも、「暴力団根絶」
という目標に向け、暴力団の取締の徹底、暴
力団対策法の積極的かつ効果的な活用により、
暴力団の弱体化を推進するとともに、徹底した
警戒活動により、市民の安全確保に万全を期
して参ります。
　しかしながら、「暴力団根絶」は、独り警察
のみで成し遂げられるものではなく、県民一人
ひとりが暴力団と対決するという強い意識を持
ち、社会全体で暴力団排除活動を進めていく
ことが不可欠であります。
　皆様方には、各地域、職域において、それ
ぞれのお立場から暴力団排除活動に引き続き
ご尽力を賜りますようお願い申し上げ、私の挨
拶とさせていただきます。

※暴力団追放三ない運動+１（プラスワン）
暴力団を恐れない。暴力団に金を出さない。暴力団を
利用しない。暴力団と交際しない。
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予断を許さない状況です。

暴力団は、飲食店等からのみかじめ料の徴収

などの従来からの資金獲得活動に加え、違法

風俗店の経営、東日本大震災からの復旧・復

興事業に絡む違法労働者派遣や、振り込め詐

欺をはじめとする特殊詐欺等の様々な違法行為

へ関与するなど、社会情勢の変化に応じ、新

たな手法も用いて資金の獲得を図っています。

また、暴力団を利用する目的で利益を提供し

たり、活動を支援する事業者が依然として存在

し、暴力団の活動資金を支えています。

■ 暴力団追放運動の推進
暴力団を社会から追放し、明るい街をつくる

ためには、「社会対暴力団」の構図の下「三な

い運動+１（プラスワン）」

　●暴力団を「恐れない」
　●暴力団に「金を出さない」
　●暴力団を「利用しない」
　●暴力団と「交際しない」
を推進し、社会が一体となって暴力団追放

運動に取組むことが重要です。

警察は、今後も、岩手県暴力団追放推進セ

ンターをはじめ関係各機関と連携し、県民の

皆様のご協力をいただきながら、暴力団のいな

い、安心して生活できる社会の実現を目指して

活動して参ります。

■ 全国の暴力団情勢
全国の暴力団勢力は、平成29年末現在で

約3万4,500人と、前年に比べ約4,600人減

少しており8年連続で暴力団対策法施行後の最

少人数を更新しました。

六代目山口組、神戸山口組、住吉会及び稲

川会の主要４団体で全暴力団勢力の約７割を

占めていますが、以前は全暴力団構成員数等

の約半数を占めていた六代目山口組が分裂した

ことに伴い、一極集中の状態からは変化が生

じています。

六代目山口組から神戸山口組が分裂した平

成27年８月以降、全国各地において、両団体

の対立を背景とした傘下組織による事件やトラ

ブルが発生しているほか、さらに昨年４月に神

戸山口組から離脱を表明した任侠山口組と神

戸山口組の対立に伴い、昨年９月には白昼の

住宅街で銃撃事件が発生するなど、暴力団を

めぐる情勢は混沌としており、市民生活の大き

な脅威となっております。

警察では、情報収集の徹底、取締や資金源

対策の強化により組織の弱体化を図り、対立

抗争の発生を防ぐとともに、暴力団排除をより

一層進めていくこととしています。

■ 県内の暴力団情勢
県内では、平成29年末現在で、11団体、

約190人の暴力団勢力を把握しており、全国と

同様に減少傾向が続いております。　　　

しかしながら、山口組の分裂騒動に伴い、

県内においても組織再編により六代目山口組、

神戸山口組双方の傘下組織が対立しており、

　平成30年５月16日に平成30年度第１回通常理事会、平成30年６月８日に平成30年度定時評議員会が開催
され、「平成29年度事業報告及び職務の執行状況等」について審議の上、議決承認されました。

理事会 評議員会

暴追センターの財務状況
（平成30年３月31日現在）

Ⅰ　正味財産増減計算書 （単位：円）

区　　分 平成28年度決算額 平成29年度決算額 平成30年度予算額

１　一般正味財産増減の部

　　　　基 本 財 産 運 用 益

　　　　特 定 資 産 運 用 益

　　　　受取賛助金・寄附金

　　　　責任者講習業務受託料

　　　　そ　の　他　収　入

　　経　常　収　益　計

　　　　事　　　業　　　費

　　　　管　　　理　　　費

　　経　常　費　用　計

　　評価損益等調整前当期経常増減額

　　当期経常増減額

　経 常 外 収 益

　経 常 外 費 用

　当期経常外増減

　当期一般正味財産増減額

　当期一般正味財産期末残高

２　指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額

　指定正味財産期末残高

３　正味財産期末残高

Ⅱ　貸借対照表 （単位：円）

科　　　目 平成29年度末

１　資産の部

　⑴　流動資産

　⑵　固定資産

　　　基本財産

　　　特定資産

　　　その他の固定資産

 資　産　の　合　計

２　負債の部

　⑴　流動負債

　⑵　固定負債

 負　債　の　合　計

３　正味財産の部

　⑴　指定正味財産

　⑵　一般正味財産

 正　味　財　産　の　合　計

 負債及び正味財産合計

Ⅲ　平成30年度の主な事業と事業費（単位：千円）

事　　業　　名 事　業　費

１　被害者支援事業費

２　予防活動支援事業費

３　少年・離脱者支援事業費

４　広報啓発支援事業費

4,885

4,899

2,414

4,735

12,291,020

2,389

6,866,000

2,322,524

40,200

21,522,133

16,560,493

6,330,802

22,891,295

△ 1,369,162

△ 1,369,162

236,412

0

236,412

△ 1,132,750

47,486,763

△ 29,317,800

713,600,200

761,086,963

3,195,056

764,537,512

718,512,100

　45,462,806

　　　　562,606

767,732,568

　　　

　900,290

　　1,877,700

　　2,777,990

717,292,100

　47,662,478

764,954,578

767,732,568

12,291,008

5,764

7,036,000

2,352,872

40,044

21,725,688

15,657,848

5,892,025

21,549,973

175,715

175,715

0

0

0

175,715

47,662,478

3,691,900

717,292,100

764,954,578

12,291,000

　　　　　　5,000

　　6,800,000

　　2,416,000

　　　　　40,200

　21,552,200

　16,934,400

　　6,240,600

　23,175,000

　△ 1,622,800

　△ 1,622,800

　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　0

　△ 1,622,800

　45,905,218

　

△ 1,921,900

712,257,200

758,162,418

理事会・評議員会の開催最近の暴力団情勢等について
岩手県警察本部刑事部組織犯罪対策課
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予断を許さない状況です。
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たな手法も用いて資金の獲得を図っています。

また、暴力団を利用する目的で利益を提供し

たり、活動を支援する事業者が依然として存在

し、暴力団の活動資金を支えています。

■ 暴力団追放運動の推進
暴力団を社会から追放し、明るい街をつくる

ためには、「社会対暴力団」の構図の下「三な

い運動+１（プラスワン）」

　●暴力団を「恐れない」
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を推進し、社会が一体となって暴力団追放
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県内においても組織再編により六代目山口組、

神戸山口組双方の傘下組織が対立しており、

　平成30年５月16日に平成30年度第１回通常理事会、平成30年６月８日に平成30年度定時評議員会が開催
され、「平成29年度事業報告及び職務の執行状況等」について審議の上、議決承認されました。

理事会 評議員会
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（平成30年３月31日現在）
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その他

不明

同和・仮装団体

右翼・仮装右翼

悪質クレーマー

暴力団

その他

施設利用

口止め料

下請け参入

交通事故の示談介入

機関紙・書籍の購入

寄附金・賛助金等

ビデオ・門松等の物品購入

因縁をつけての金品等

あいさつ料・みかじめ料

不当要求の相手

不当要求の内容
その他

パチンコホール

サービス業

郵便業

医療・保健衛生業

ホテル・旅館業

保険業
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銀行業

一般飲食店

カー用品販売業

石油製品販売業

自動車販売業

携帯電話販売業

小売業（含スーパー）

タクシー業

運送業

通信業

水道業

ガス業

電気業

不動産業

建設業

製造業
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要求を受けた業種別

0 10080604020

0 12010080604020

その他

相談なし

他の暴力団

友人・知人

上司・同僚

同業者

弁護士

暴追センター

警察

要求への対応結果

その他

恐ろしかったから

業界の慣習

以前からの付き合い

仲介者あり

後からの嫌がらせ等

落ち度があった

少額だった

受け入れた理由

機関紙の購読等

１００万円以上

５０～１００万円

１０～５０万円

１０万円以下

応じた要求額等

※複数回答あり対応の相談先

0 25201510５

0 3025201510５

0 12010080604020
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交渉中
拒否

一部受入
全面的に応じた

0 20015010050

　平成27年度から平成29年度の３年に亘り、岩手県内の企業等から選任された不当要求防止責任者に対する
講習を実施した際、受講者2,328名にアンケートをお願いしたところ、2,238名（回答率95.7%）から回答が
寄せられました。この中で、196名（8.8%）の方が、これまでに何らかの不当要求を受けたと回答してお
り、その内容について紹介します。
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主
な
内
容

１ …… 就任のご挨拶
  岩手県警察本部長　　　　　島村　英
  岩手県警察本部刑事部長　　佐藤　力也 
３ …… 最近の暴力団情勢等について
４ …… 理事会・評議員会の開催
  暴追センターの財務状況
５ …… 不当要求防止責任者講習アンケート調査結果
６ …… 暴力団等に対する基本的対応要項
７ …… 不当要求防止責任者講習＆賛助会員募集

１ …… 就任のご挨拶
  岩手県警察本部長　　　　　島村　英
  岩手県警察本部刑事部長　　佐藤　力也 
３ …… 最近の暴力団情勢等について
４ …… 理事会・評議員会の開催
  暴追センターの財務状況
５ …… 不当要求防止責任者講習アンケート調査結果
６ …… 暴力団等に対する基本的対応要項
７ …… 不当要求防止責任者講習＆賛助会員募集

暴力団追放 「三ない運動＋１」

ひまわりと岩手山ひまわりと岩手山
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奥州市文化会館
（Zホール）
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（公安委員会指定 岩手県暴力追放運動推進センター）

、+１暴力団と交際しない
プラスワン

暴追センターへのご意見・ご要望がありましたらお寄せ下さい。

暴力団のことで
お困りの方は気軽に
まずはご相談を
（相談無料・秘密厳守）

019-624-8930
019-656-0886
0120-244893
http://www.iwate-boutsui.jp/

■人事異動
平成30年４月１日付で、当センター専務理事に羽澤武志が就任しました。

■県民大会の開催
平成30年度「岩手県暴力団追放県民大会
　　　地域安全・暴力団追放胆江地区民大会」の開催
平成30年10月31日㈬13：30～
奥州市水沢佐倉河字石橋41
　奥州市文化会館（Zホール）大ホール

暴　追　広　報

入場
無料

　本年４月から公益財団法人岩手県暴力団追放推進センターの専務理事として勤務しております
「羽澤」でございます。
　暴力団のいない安全で明るく住みよい郷土岩手県の実現のため、専心努力してまいりますので、皆
様のご支援、ご協力を御願い申し上げます。


